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7月18日（日）
令和３年

13：00～17：00

國學院大學人間開発学部
　
神奈川県教育委員会
横浜市教育委員会
川崎市教育委員会
相模原市教育委員会
渋谷区教育委員会
品川区教育委員会

主 催

後 援

國學院大學人間開発学部教育実践総合センター
　担当 小笠原優子・鯨岡廣隆・岩城眞佐子
　TEL　045－910－3760

國學院大學人間開発学部横浜たまプラーザキャンパス
　《所在地》〒225-0003　神奈川県横浜市青葉区新石川3-22-1
　《アクセス》東急田園都市線たまプラーザ駅南口より徒歩５分

問い合わせ

参加
無料

オンライン
開 催

■開講式
　　國學院大學副学長・人間開発学部長　成田 信子
　
■基調講演
　「新しい教育課程の基準と
　　　　これからの教育・保育」
　～ 子どもの育ちや学びとカリキュラム・マネジメント ～

　　　　國學院大學人間開発学部 教授　田村 　学
　
■分科会（裏面参照）
参加申込方法

定　　員
申込締切

参加ご希望の方はこちらの二次元
コードもしくはアドレスから申し
込みフォームにご記入ください。

各分科会250名
7月10日（土）

申し込みフォーム
　　https://forms.office.com/r/B0fQbav1YJ

本講座はZoomミーティングにて開催します。
インターネットに接続されたパソコン、スマートフォン
もしくはタブレット端末から参加ができます。
参加に際し、Zoomアプリのインストールは必須で
はありませんが、予めインストールしておくことで
参加がスムーズになりますので、アプリのインストール
を推奨します。



第１分科会
（幼保小接続）

「乳幼児期の育ちと学びを小学校につなぐ」
～ ０歳からのカリキュラム・マネジメント ～

 相模原市立富士見小学校 校長　二宮 昭夫
 品川区立台場幼稚園 副園長　親泊 絵里子
 社会福祉法人久良岐母子福祉会くらき永田保育園 園長　鈴木 八朗

（担当：吉永 安里・塩谷 香・田村 学）

第３分科会
（音　楽）

「カリキュラム・マネジメントについての提言」
～ コロナ禍における芸術科目・表現活動の可能性と課題を踏まえて ～

筑波大学附属小学校 教諭　髙倉 弘光
練馬区立北大泉幼稚園 教諭　箭内 友美

（担当：髙山 真琴・中野 圭祐）

第２分科会
（国　語） 「国語科におけるカリキュラム・マネジメント」

小平市立小平第八小学校 教諭　鈴木 勝一朗
滋賀大学教職大学院 特任教授　岸田 蘭子

（担当：成田 信子）

第４分科会
（体育・保健体育）「これからの社会に求められる体育的学力とその育成」

常葉大学教育学部生涯学習学科 准教授　柳瀬 慶子
三重大学教養教育院 准教授　加納 岳拓
神奈川県立総合教育センター体育指導センター 主幹兼指導主事　瀬尾 一幸

（担当：川田 裕樹・大矢 隆二・鯨岡 廣隆）

第７分科会
（特別支援教育） 「特別支援教育におけるカリキュラム・マネジメント」

横浜訓盲学院 学院長　津布工 浩
筑波大学附属大塚特別支援学校 教諭　森澤 亮介
熊本大学教育学部附属特別支援学校 教諭　多田 肇

（担当：柴田 保之・髙橋 幸子・渡邉 雅俊）

第８分科会
（地域連携） 「地域社会と連携してどのように子どもの育ちと学びを支援するか」

横浜市立富士見台小学校 校長　山本 加奈代
横浜市立富士見台小学校学校運営協議会 会長　小石川 悦子
川崎市立土橋小学校 教務主任　伊藤 祐介
川崎市立土橋小学校運営協議会 会長　米林 幸男
川崎市立土橋小地域学校協働本部 代表　溝井 くみ子

（担当：夏秋 英房・岩城 眞佐子）

第５分科会
（道　徳） 「道徳科における指導と評価の一体化」

新宿区立戸塚第一小学校 教諭　梅澤 正輝
横浜市立東台小学校 教諭　吉野 剛史
大和市立下福田小学校 総括教諭　小倉 健太郎
宗像市立玄海小学校 主幹教諭　木下 美紀

（担当：田沼 茂紀・小笠原 優子）

第６分科会
（特別活動） 「キャリア教育の要としての特別活動とカリキュラム・マネジメント」

文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科調査官　安部 恭子
福岡教育大学教職大学院 教授　脇田 哲郎

（担当：杉田 洋）

分科会
14：00 ～17：00 分科会テーマ・講師及び担当者


